
四国森林管理局入札監視委員会 審議概要

（ホームページ掲載日：平成２６年４月１８日）

開催日及び場所 平成２６年 ３月２０日（木曜日）四国森林管理局 １階会議室

委員 坂本 伸廣 （税理士）

斎藤 章 （公認会計士）

西森やよい （弁護士）

審議対象期間 平成２５年１０月 １日～平成２５年１２月３１日

審議対象案件 ６１件 うち、１者応札案件 ２６件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 ０件

抽出案件 ２０件（抽出率３３％）うち、１者応札案件 ７件

（抽出率２７％）

契約の相手方が公益社団法人等の案件 ０件

（抽出率 ０％）

一般競争 ５件 うち、１者応札案件 １件

公募型指名競争 該当なし

指

工事 名 工事希望型競争 該当なし

競

争 その他の指名競争 該当なし

随意契約 該当なし

一般競争 ３件 うち、１者応札案件 ０件

指 公募型競争 該当なし

名

競 簡易公募型競争 該当なし

抽 争

出 その他の指名競争 該当なし

案 業務

件 公募型プロポーザル 該当なし

内 随

訳 意 簡易公募型プロポーザル 該当なし

契

約 標準型プロポーザル 該当なし

その他の随意契約 該当なし

一般競争 １０件 うち、１者応札案件 ６件

物品・ 指名競争 該当なし

役務等

随意契約（企画競争・公募） 該当なし

随意契約（その他） ２件

（特記事項）なし



意見・質問 回答等

・総合評価落札方式の資格審査会はどこで行わ ・森林管理局内で行われ、局長、各部長、原課、
委 れ、メンバーはどのようになっているか。 経理課がメンバーとなっている。

員
・総合評価落札方式の評価配点の公表はどのよ ・林野庁の入札公告の標準例に従って公表してい

ら うにされているのか。 る。

の
・昨今、建設業界でみられる資材の高騰や労務 ・四国内では、予定価格を積算するうえであきら

意 費の上昇は予定価格を積算するうえで反映し かに不利となるような資材の高騰はないと判断
ているか。 している。

見 労務単価に関しては、通常４月から適用する労
務単価を２月より適用し、労務費の上昇に対応

・ している。

質
・工事にも再入札が結構見受けられるがどうし ・再入札が増えているのは、公共工事が増えたこ

問 てか。 とで現場に配置する技術者が少なくなり、入札
を控えるといったことがおきているのではない
かと考えている。以前は１工事につき技術者は

そ 専任としていたが、現在は現場が近い場合は兼
任も可能といった緩和措置を行っている。しか

れ し、森林管理局の仕事は山間部が多く、近距離
での工事の発注は少ないため緩和措置の効果も

に 薄いと思われる。

対
・造林事業、生産事業の入札公告で競争参加資 ・造林事業のうち地拵え、植え付けについてはチ

す 格に「労働安全衛生法に基づく資格者を配置 ェーンソーを使用しない作業のため、資格を有
できること」という項目があるものとないも する者を配置する必要はないが、除伐、保育間

る のがあるのはどうしてか。 伐はチェーンソーを使用する作業であり、事業
者は労働安全衛生法に基づく有資格者を配置す

回 る必要がある。また、素材生産は、架線作業主
任者、伐木・チェーンソー作業従事者、車両系

答 建設機械といった免許や技能講習修了者の配置
が必要不可欠であることから競争参加資格の要

等 件としている。

委員会による意見の具申又は勧告の内容 特になし

［これらに対し部局長が講じた措置］


